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◎議事日程

（決算審査特別委員会審査報告）
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会計歳入歳出決算認定について
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健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について

第３ 認定第３号 令和３年度三沢市食肉

処理センター特別会計歳入歳出

決算認定について

第４ 認定第４号 令和３年度三沢市介護

保険特別会計歳入歳出決算認定
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第５ 認定第５号 令和３年度三沢市高齢
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第６ 認定第６号 令和３年度三沢市水道

事業会計決算認定について

第７ 認定第７号 令和３年度三沢市下水

道事業会計決算認定について

第８ 認定第８号 令和３年度三沢市立三

沢病院事業会計決算認定につい

て

─────────────────

日程第１から日程第８までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第９ 議案第47号 令和４年度三沢市一般

会計補正予算（第５号）

第10 議案第48号 令和４年度三沢市水道
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─────────────────

日程第９及び日程第10の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第11 議案第49号 三沢市職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

第12 議案第50号 市道の路線の廃止につ

いて

第13 議案第51号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第11から日程第13までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第14 議案第52号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第14の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────
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第15 基地対策特別委員会中間報告

第16 移住・定住促進対策特別委員会中間

報告

─────────────────

第17 議員の派遣

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 令和３年度三沢市一般

会計歳入歳出決算認定について

第２ 認定第２号 令和３年度三沢市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について

第３ 認定第３号 令和３年度三沢市食肉

処理センター特別会計歳入歳出

決算認定について

第４ 認定第４号 令和３年度三沢市介護

保険特別会計歳入歳出決算認定

について

第５ 認定第５号 令和３年度三沢市高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認

定について

第６ 認定第６号 令和３年度三沢市水道

事業会計決算認定について

第７ 認定第７号 令和３年度三沢市下水

道事業会計決算認定について

第８ 認定第８号 令和３年度三沢市立三

沢病院事業会計決算認定につい

て

─────────────────

日程第１から日程第８までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第９ 議案第47号 令和４年度三沢市一般

会計補正予算（第５号）

第10 議案第48号 令和４年度三沢市水道

事業会計補正予算（第１号）

─────────────────

日程第９及び日程第10の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第11 議案第49号 三沢市職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

第12 議案第50号 市道の路線の廃止につ

いて

第13 議案第51号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第11から日程第13までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第14 議案第52号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第14の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

第15 基地対策特別委員会中間報告

第16 移住・定住促進対策特別委員会中間

報告

─────────────────

第17 議員の派遣

─────────────────

◎出席議員（１８名）

議長 １番 堀 光 雄 君

副議長 １１番 加 澤 明 君

２番 久保田 隆 二 君
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政 策 部 長 山 﨑 徹 君
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建 設 部 長 松 橋 一 典 君

上下 水道部 長 織 笠 一 任 君

総 務 部 参 事
大 塚 勤 光 君

兼 秘 書 課 長

三沢病院事務局長 田 辺 正 英 君

消 防 長 浅 野 一 雄 君

教 育 長 山 内 康 之 君

教 育 部 長 立 崎 裕 輔 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 長 根 正 登 君

次 長 中野渡 孝 英 君

議事 総務係 長 白 銀 壮太郎 君

主 査 中 嶋 泰 史 君
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午前１０時００分 開議

○議長（堀 光雄君） おはようございま

す。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 認定第１号から

日程第８ 認定第８号まで

○議長（堀 光雄君） 日程第１ 認定第１

号令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算認

定についてから日程第８ 認定第８号令和３

年度三沢市立三沢病院事業会計決算認定につ

いてまでの計８件を一括議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、認定第１号に対する討論の通告があ

りますので、発言を許します。

奥本菜保巳議員。

奥本議員。

○９番（奥本菜保巳君） それでは、認定第

１号令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算

認定について、一部反対の立場で討論いたし

ます。

当市における主要な施策の成果報告書によ

りますと、令和３年度の予算編成において

は、厳しい財政状況下であっても市民サービ

スの質は低下させず、限られた財源の中で最

大限の効果が達成できるよう変化する社会情

勢やニーズを的確に捉えつつ、各事業の検

証、見直し等の徹底を図るとありました。

そして、決算の概要では、歳入について

は、自主財源の大宗をなす市税の収納率向上

に努めるとともに、依存財源の地方交付税や

国・県支出金等の確保に積極的に取り組み、

財政負担の軽減に努めました。歳出について

は、市民生活に密接する生活関連基盤や施設

等の整備に加え、新型コロナウイルス感染症

により影響を受けた市経済や市民生活の維

持、向上にも配慮し、その必要性、緊要性な

ど十分に見極め、効率的かつ重点的に予算の

執行をいたしましたと、このようにありま

す。

しかし、その中身について、実効性に疑問

があります。限られた財源の中で最大限の効

果が達成できた事業がどれだけあったでしょ

うか。変化する社会情勢やニーズの実態を的

確にしっかりと捉えていたのでしょうか。こ

れまでの継続事業ばかりが目立ち、変化する

社会情勢や市民ニーズの実態をつかんでの斬

新な新たな事業は見受けられませんでした。

移住・定住への１億３,０００万円、この

事業でどれだけ人口が増えたのでしょうか。

人口減少に歯止めがかからず、３万８,００

０人程度を維持するのがやっとです。費用対

効果についても疑問です。市のお財布から１

億３,０００万円、１０年続けたら１３億円

もつぎ込むことになります。

議員からは、三沢市は土地が高いから安い

周辺自治体に移住している。三沢市で土地を

造成し、安い価格で提供してはどうかとの提

案もありますが、進んでいません。

また、公共施設の大規模改修などの事業に

よって、相変わらず箱物の維持管理費に財政

が圧迫される財政運営を続けていることも問

題です。それこそ見直しが必要です。

また、国による新型コロナウイルス感染症

対策、経済対策への大規模な財政支出に依存

し、コロナ対策は国、県頼みで、苦しむ事業

者や生活者の実態をしっかりとつかみ切れ

ず、市民の生活と命を守る市の独自性が弱

く、本気でこの難局に立ち向かおうとする気

概が全く感じられません。

変化する社会情勢、日本が抱える深刻な社

会問題に対して、その課題である少子高齢
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化、人口減少、地球温暖化による環境問題、

災害対策、子供の貧困の問題、慢性的な人手

不足、地域経済の衰退、三沢市全体を俯瞰し

てのまちづくり、残念ながら実像が見えてき

ません。

この難局に立ち向かうためには、トップの

手腕と職員の人材育成、適材適所の人事配

置、先進地での学び、各部門のスペシャリス

ト育成が必要だと思います。三沢が発展する

には、人づくりが重要なポイントです。

日本は今、停滞の２０年で、給料が上がら

ない、成長しない国と言われています。研究

開発にお金をかけず、目先の金儲け、金融政

策に固執し、実体経済をないがしろにしてき

たからです。

三沢市も、しっかりと地に足をつけ、市民

の幸福と市政発展のための実効性ある政策立

案に力を注ぐべきだと思います。

以上の観点から、私は令和３年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定に対し、一部反対を

表明いたします。

○議長（堀 光雄君） 次に、瀬崎雅弘議

員。

瀬崎議員。

○１２番（瀬崎雅弘君） 私は、認定第１号

令和３年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定

について、賛成の立場で討論いたします。

現在の当市の財政を取り巻く環境は、依然

として新型コロナウイルス感染症の影響が長

期化しており、市税の落ち込みなどが懸念さ

れる状況の中、近年の大雪に伴う除排雪への

対応など、ますます厳しい状況下に置かれて

いると感じております。

令和３年度の一般会計の決算状況を見ます

と、実質収支額において約６億７,０００万

円となり、前年度よりも黒字となっておりま

す。また、財政の健全性を示す健全化判断比

率につきましては、実質公債費比率において

１０.１％、前年度と比較し０.１ポイントの

増ではありますが、将来負担比率は４８.７

％、前年との比較で１０.７ポイントの減と

なっております。健全な財政運営に努めてい

る結果が現れていると考えております。

また、決算の内容についてみますと、市民

生活に密着した生活基盤や施設の整備などに

加え、新型コロナウイルス感染症拡大におけ

る影響により、国の地方創生臨時交付金を活

用した飲食業支援助成金や生活応援プレミア

ム券事業費補助金のほか、子育て世帯への臨

時特別給付事業や新型コロナウイルスワクチ

ン接種事業などの支援策を実施しており、市

民生活の維持、向上に配慮し、必要性、緊急

性を考慮した予算執行をなされております。

今後においては、引き続き新型コロナウイ

ルス感染症の動向や影響を考慮しながらの施

策の実施のほか、持続可能な地域づくりなど

の様々な課題を考えると、より堅実に財政運

営を進めていく必要があります。まさに、こ

の当該決算は、将来を見据え、的確な運用が

なされているわけであります。

以上のことから、令和３年度三沢市一般会

計歳入歳出決算については、限られた予算の

中において、新型コロナウイルス感染症の対

策のほか、市民福祉の向上や市政発展のため

に必要不可欠な事業の予算執行が適切になさ

れた結果であると判断し、当該決算の認定に

ついて賛成の意を表すものであります。

以上です。

○議長（堀 光雄君） 以上で、討論を終結

します。

これより、採決します。

認定第１号を除く認定第２号から認定第８

号までの７議案は、委員長報告のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、認定第２号令和３年度三沢市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定。認定第３号令和３年度三沢市食肉

処理センター特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定。認定第４号令和３年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認定について、

認定。認定第５号令和３年度三沢市後期高齢
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者医療特別会計歳入歳出決算認定について、

認定。認定第６号令和３年度三沢市水道事業

会計決算認定について、認定。認定第７号令

和３年度三沢市下水道事業会計決算認定につ

いて、認定。認定第８号令和３年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定について、認定と

それぞれ決しました。

次に、認定第１号令和３年度三沢市一般会

計歳入歳出決算認定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は認定です。本案

は、委員長報告のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（堀 光雄君） 起立多数です。

よって、認定第１号令和３年度三沢市一般

会計歳入歳出決算認定については、認定と決

しました。

─────────────────

◎日程第 ９ 議案第４７号及び

日程第１０ 議案第４８号

○議長（堀 光雄君） 日程第９ 議案第４

７号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第

５号）及び日程第１０ 議案第４８号令和４

年度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）

の計２件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４７号及び議案第４８号の２議案

は、委員長報告のとおり決することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４７号令和４年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）、可決。議案第４

８号令和４年度三沢市水道事業会計補正予算

（第１号）、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１１ 議案第４９号から

日程第１３ 議案第５１号まで

○議長（堀 光雄君） 日程第１１ 議案第

４９号三沢市職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてから日

程第１３ 議案第５１号市道の路線の認定に

ついてまでの計３件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４９号から議案第５１号までの３議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４９号三沢市職員の育児休

業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、可決。議案第５０号市道の路線

の廃止について、可決。議案第５１号市道の

路線の認定について、可決とそれぞれ決しま

した。

─────────────────

◎日程第１４ 議案第５２号

○議長（堀 光雄君） 日程第１４ 議案第

５２号人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局により追加議案と

して提出されたものです。
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提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

議案第５２号について御説明申し上げま

す。

議案第５２号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき意見を求めることについてでありま

す。

令和４年１２月３１日をもって石岡裕通

氏、工藤万里子氏及び石橋ふみ氏の人権擁護

委員としての任期が満了となることから、石

橋ふみ氏、内山祐子氏及び新山勉氏を推薦す

るため、提案するものであります。

御提案申し上げました３氏は、人格、識見

ともに優れた方であり、３氏の略歴につきま

しては、議案第５２号資料に記載しておりま

すので、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（堀 光雄君） お諮りします。

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑、討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め、

質疑、討論を省略し、直ちに採決します。

提案されました議案第５２号中、石橋ふみ

氏については、これに同意することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５２号中、石橋ふみ氏につ

いては、これに同意することに決しました。

次に、内山祐子氏について、採決します。

議案第５２号中、内山祐子氏については、

これに同意することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５２号中、内山祐子氏につ

いては、これに同意することに決しました。

次に、新山勉氏について、採決します。

議案第５２号中、新山勉氏については、こ

れに同意することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５２号中、新山勉氏につい

ては、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第１５ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（堀 光雄君） 日程第１５ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

小比類巻雅彦委員長。

○１５番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会では、さきの会議で決定した今年

度における三沢基地周辺対策に関する７項目

の要望事項と基地交付金及び調整交付金の改

善に関わる要望について、７月２５日に東北

防衛局へ、翌２６日には防衛省と総務省に対

し、要望行動を実施いたしました。

今回の要望行動では、岡三沢５・６丁目地

区や浜三沢地区の移転をはじめ、三沢飛行場

第２滑走路の早期着工や住宅防音工事に関わ

る制度の是正など、本市の実情を強く訴え、

各要望事項の早期実現を求め、要望書を提出

してきたところであります。

特に、騒音問題に関わる移転措置について

は、一昨年に岡三沢地区において移転対象と
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なる第２種区域と同等の騒音が確認されたと

の調査結果の報告を受け、その後、新たな騒

音測定器を設置してから１年が経過しようと

していることから、その測定結果を早期に報

告し、早急に移転に向けた措置を講じていた

だくよう強く訴えてきたところであり、防衛

省からは、測定データを整理、分析し、どの

ような取組が可能か検討したい旨の回答があ

りました。

今回の要望の中には、基地周辺地域振興策

として、新規補助事業について所要の予算措

置に努めたいなど、前向きな回答もあったも

のの、多くの要望項目については、従前と同

様な回答であったことから、本委員会として

は、市民の民生安定、福祉向上に欠かすこと

のできない当該要望事項について、その実現

に向け、引き続き委員会活動を継続してまい

りたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第１６ 移住・定住促進対策

特別委員会中間報告

○議長（堀 光雄君） 日程第１６ 移住・

定住促進対策特別委員会中間報告を議題とし

ます。

瀬崎雅弘委員長。

○１２番（瀬崎雅弘君） 三沢市議会会議規

則第４５条第２項の規定に基づき、移住・定

住促進対策特別委員会の中間報告をいたしま

す。

去る８月３１日に開催いたしました本委員

会では、子育て世帯への支援策について及び

住宅取得支援事業助成金に係る制度見直しに

ついての２件を案件として調査、審議を行い

ました。

案件の１件目、子育て世帯への支援策につ

いては、市当局から、三沢キッズセンターそ

らいえの運営状況のほか、市が実施している

病後児保育事業などの特別保育事業、そして

市独自の取組である、わんぱく家族米支給事

業、産後ケアほっとママ事業などの概要と実

績について、詳細に説明がありました。

市当局の説明に対し、委員からは、わんぱ

く家族米支給事業の対象世帯をもっと充実さ

せてほしい、キッズセンターそらいえについ

て、市民の利用者を優先するため、市外利用

者を有料化すべきではないかなどの意見が上

がり、市当局からは、キッズセンターそらい

えに係る市外利用者の有料化については、今

後、人数制限により入場をお断りした方の居

住地を調査するなどして、導入について検討

したいとの回答がありました。

次に、案件の２件目、住宅取得支援事業助

成金に係る制度見直しについては、はじめ

に、市当局から今年度の制度概要及び昨年度

の実績などについて説明があり、続いて、本

助成金に係る現時点での申請実績と住宅取得

関係の助成金事業を実施している周辺市町村

などとの制度の比較などについて、詳細に説

明がありました。

市当局の説明に対し、委員からは、抽せん

により助成金を受けられなかった場合の不公

平感を解消するため、３３０万円の支給上限

額にこだわらず、申請者数で割り返すなどし

て全員に助成金を分配すべきではないか、住

宅団地構想について、市として考えるべきで

はないかなどの意見が上がり、市当局から

は、住宅取得支援事業助成金については、担
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当課として抽せんは避けたいところではある

が、土地の取得価格など様々な状況を考慮

し、周辺市町村に引けを取らないためには、

上限額である３３０万円をキープしたいと考

えているが、要綱のつくり方などいろいろと

検討していきたいとの回答がありました。

未来を担う子供たちを安心・安全な環境で

育てられるよう、子育て世帯への支援を行う

ことは、移住・定住促進の取組として大変重

要なことであります。

また、住宅取得支援事業助成金は、制度開

始時より市民の皆様から非常に好評を得てい

る事業の一つであり、こちらについても、当

市の移住・定住促進の取組として重要なもの

と位置づけられていると言えます。

今後におきましても、市民の皆様からの御

意見や先進自治体の取組などを参考にしなが

ら、移住・定住関連施策の推進のため、市当

局に対し、積極的に調査、提言をしてまいり

たいと思います。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、移住・定住促進対策特別委員

会の中間報告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、移住・定住促進対策特別委員会に

ついては、引き続き閉会中の継続審査としま

す。

─────────────────

◎日程第１７ 議員の派遣

○議長（堀 光雄君） 日程第１７ 議員の

派遣を議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、別紙のとおり、議員を派遣するこ

とに決しました。

─────────────────

○議長（堀 光雄君） 以上で、本定例会に

付議された事件は、全て議了いたしました。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（堀 光雄君） ここで、市長より発

言の申出がありますので、この際、発言を許

します。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） 令和４年三沢市議

会第３回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶を申し上げます。

今定例会は、去る９月５日に開会され、本

日まで１２日間にわたり、令和３年度三沢市

一般会計及び特別会計並びに企業会計の決算

認定をはじめ、令和４年度三沢市一般会計補

正予算（第５号）のほか、行政運営上必要な

条例の制定等、追加議案を含め、全１４の案

件について、慎重なる御審議を賜り、それぞ

れ原案どおり御議決、御認定、御同意を賜り

まして、衷心より感謝を申し上げます。

御議決を賜りました各議案の執行に当たり

ましては、御審議の過程におきまして議員各

位から賜りました御意見、御提言等を十分尊

重し、最善の効果を収めるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶と

させていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────
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○議長（堀 光雄君） これをもちまして、

令和４年三沢市議会第３回定例会を閉会しま

す。

午前１０時３１分 閉会
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